
　難病に対する治療の目覚ま
しい進歩により、早期に診断、
治療介入を行うことで予後が
改善する疾患が増えてきてい
ます。さらに多くの検体をス
クリーニング検査にて患者を
見つける技術も向上し、全国
で従来の新生児マススクリー
ニング検査に対象疾患を拡大
して難病克服に繋げる動きが
加速されています。
　それを受けて岐阜県でも本
協会と岐阜県公衆衛生検査セ
ンター、岐阜大学小児科が連
携し、県内産婦人科、新生児
科の協力を得て令和３年度よ
り７疾患を対象に有償で検査
する追加検査がスタートし、
令和４年度からは石川県、そ
して現在、三重県での開始を
進めています。さらに令和５
年度より新たに２疾患を追加
する予定です。
　今回、多くの皆様にこの取
り組みを理解していただくた
めに、TOMAS便を創刊しま
した。
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　三重県内でも現在、令和４年
度内の開始に向けて準備をすす
めています。

　金沢大学小児科や県内医療機
関のご協力で、順調に追加検査
実施率が増加しています。


